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●第 16 回目の親子花見乗船体験 4 月 4 日(土) 

晴天続きの中、桜の満開での土曜日、低気圧が近づいてくるのでスタッフの皆さんは大変苦労を

重ねて準備をしてきました。田辺府営団地連合自治会や京都府土木事務所、綴喜西部土地改良区

などとの開催手続き、カヌーやライフジャケットの用意、そしてゴムボートの点検を行い、カヌ

ーやボートがスムースに運航できるように流されてきているゴミ拾いと草刈りを行い、乗り降り

の足場作りを行ってきました。そして当日を迎えるにあたって 17 人の皆さんがスタッフとして奮

闘いただきました。気がかりになっていた降雨が午後からになってきましたので午後の部は急遽

中止といたしました。予約者の大部分の皆様は天気予報を参考にして参加を午前中に終えられて

いました。奈良県宇陀市からもお越しになりました。写真のとおり見事に桜の満開と重なり川面

には花いかだが出来て素晴らしいカメラアングルが出来て、見物人の皆様を含めて楽しまれてい

ました。 

 

参加申し込み 22 組:98 人 

欠席 5 組 

飛び込み参加 4 組 

当日乗船者 21 組 84 人 

 大人 32 人  子供 52 人 

カヌー乗船 子供:29 人 

    大人:  8 人 

 

田辺東小学校でハンドボールをしている代表者から感想をいただきましたので紹介させていただ

きます。 

①子どもたちをボートやカヌーに乗せていただきありがとうございました。! 初めての経験にキラキラの良い

表情をしていました。動画を見ていると、子供のオールのしぶきがもろに添乗員さんにかかって申し訳ない気持



ちでいっぱいです。来年も載せていただく機会があればきがえをフルセット全員持って行きますね。どうもあり

がとうございました。 

②毎年、何かしら予定を入れてて今年こそは！と思って参加しました！桜をいつもと違った位置から鑑賞する

事ができて、とても良い思い出になりました。笠置あたりの木津川でカヌー体験させて頂いた事が生きて、ノビ

ノビとそれぞれのカヌーを漕いで楽しむ事ができました！企画して頂いた里山の会の皆様に感謝です     

 

主催者としてこれまで 15 回が無事故で実行してこれました。先日沖縄での痛ましい水難事故が発

生しました。昨年 11 月に行われた国交省の水難時防止講習会でもライフジャケットの着用が基礎

中の基礎だと強調されていました。そして参加者の中には全員分のマイジャケットを持参された

ご家族がおられました。参加者の皆様もしっかり着用され、第 16 回の取組も全く事故もなく終了

できました。水辺での安全対応の普及に一役果たすことが出来た取り組みでもありました。 

 

●春の野草を食する会を里山農園で開催します。 4 月 18 日(土) 

昨年の参加者はスタッフを含め 43 名でした。準備した 50 人分の竹のお椀に少し余裕がありまし

た。里山の会で準備できるものは 50 人分のテーブルがやっとのことです。4月 8日現在の申込数

は 27 名で半数を超えています。先着順に受け付けていますので早めに申し込みいただけるように

お願いします。出来るだけ初参加の皆さんを受け入れたいとスタッフの皆さんが張り切ってくだ

さっています。今年は蛇籠でおなじみの竹門先生が「京の川の恵みを生かす会」の経験を生か

し、野草を食する会への興味を示していただきました。18 日に開催日を変更することになり、参

加申し込み者が増える傾向になるようです。うれしい悲鳴です。春の新緑の中、芽を出した若芽

を食して高温の夏を乗り切れる体力がはぐくまれることを期待しましょう。元龍谷大学の江波和

幸教授が京都新聞に連載された「野草の食べ方」の資料をお送りいただきましたので希望される

方には有料 500 円(15 頁もの）で増刷提供が可能です。お知らせいただければ嬉しいです。また

今年は結成 30 周年を迎えていまして発足呼び掛け人の湯川幸子さんが 90 歳で長年温めてきた

【雑草の詩】（挿絵・草花の自筆）を御寄贈いただきましたので植物に関心の皆さんにご贈呈させ

ていただければと思っています。 

4 月 17 日(金)14：00～ 農園で竹の器作りを行います。ご協力お願いいたします。 

 

●里山の会では人類が生存する以前からの生き物(ヤマトサンショウウオ)を発見して維持保全を

図って観察してきました。2025 年も降雨が無く卵嚢の産卵はワンチャンスでした。2026 年も前年

以上に雨が少なく産卵はダメではないかと推測していましたが 3月終わりの雨で卵嚢が 3カ所で

発見できました。その内 2ヶ所の卵嚢が元気よく大きくなっているようです。残り一カ所の生育

が少し芳しくなく心配です。一カ所で 100 匹以上の孵化があって 1匹か 2匹が成体になれる確率

だそうです。幼生でも共食いをするということです。自然環境の中の生存競争は厳しいですね。 

 

●第 32 回通常総会開催 

 日時：2026 年 4 月 29 日(水) 13：00～15：30  場所：京田辺市中央公民館 

 万障お繰り合わせの上、ご参加ください。 

 

●結成 30 周年記念式典 

 日時：2026 年 11 月 14 日(土) 13：00～  場所：社会福祉センターを予定 

記念講演：「「東南海地震と私たちの暮らし」 松波孝治氏 


